
いろんなかかしが勢揃い！
（記事の掲載は 12 ページ）
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　赤崎地区の日羅将軍神社内にある狛
犬は、昭和 10 年 5 月に篠原順太と篠
原正之によって建てられました。
　狛犬は、獅子や犬に似た日本の獣で、
想像上の生物です。古代インドで、仏
の両脇に守護獣としてライオンの像を
置いたのが起源とされています。皆さ
んも神社や寺院の門前に置かれている
のを見たことがあるのではないでしょ
うか。　
　日本には、6世紀以降に仏教ととも
に中国から伝わったとされています。
当時の日本人がその異形な姿を犬と
勘違い、中国から伝わったことから、
高
こ ま

麗の犬（こまいぬ）と呼ばれるよう
になったと言われています。古くは、
対 2像のうち一つを獅子といい、もう
一つを狛犬として明確に区分して門前
両側に置き、口を開いたものを獅子と
して左に置き、口を閉じたものを狛犬
として右に置いていました。しかし時
が経つにつれて、だんだんと獅子と狛
犬の区別が曖昧になり、呼び方も単に
「狛犬」になりました。
　2人の人物が呼吸まで合わせるよう
に共に行動している様子を「阿

あう ん

吽の呼
吸」と言いますが、狛犬から生まれた
言葉とされています。

シリーズ

つなぎの歴史あるものをご紹介
つなぎ探訪

赤崎日羅将軍神社の狛犬
No.10

昭和 10年 5月建立

10月は「都市緑化月間」／労使紛争の
解決に「あっせん」をご利用ください 
／水俣高校文化祭に来てみませんか／ご
利用ください病児・病後児保育／障がい
のある人を対象にした職業訓練生募集／
大事なペットを迷子にさせないために
／第 35回九州矯正展／農地を「借りた
い人」「貸したい人」募集中／おれんじ
鉄道感謝デー／地域版依存症家族ミー
ティング／ “ 地域版かたらんね ” に参加
しませんか／行政書士制度に関する相談
会＆講演会／第 70回町民体育祭「陸上
競技大会」／古代への旅スタンプラリー
2017／ひきこもり相談会／休日当番医
（平成 29年 10月）／影絵劇「長靴をは
いた猫」

出生祝い金支給制度赤ちゃんの健やかな
成長を願って／家菜つなぎ隊員を募集し
ます／光回線工事が済んだ人を対象に支
援を行っています／ 10月は「土地月間」
大規模な土地取引は届け出が必要です／
行政相談所を開設します／大切な家族を
守ろう登録と狂犬病予防注射は飼い主の
義務です／猫を捨てるのは犯罪です ! ／
平成 30年度水俣・芦北地域地域振興財
団助成事業の募集／年金情報／つなぎ温
泉四季彩・物産館グリーンゲイト

西野達 ホテル裸島 リゾート・オブ・メ
モリー／宝くじコミュニティ助成事業／
郡市中学校陸上競技大会／古中尾かかし
祭り／第 72回熊本県民体育祭／交通安
全母の会啓発活動

地域をつなぎ
　積極的に地域を盛り上げる団体、活動を紹介します。

　

平
国
六
方
踊
り
は
、
物
語
を
表

現
す
る
県
内
で
も
珍
し
い
踊
り

で
、
町
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
起
源
は
不

明
で
す
が
、
約
２
０
０
年
前
か
ら

伝
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
六
方
と
は
侠き

ょ
う
か
く客

の
こ
と
で
、

強
い
者
を
く
じ
き
、
弱
い
者
を
助

け
る
人
の
こ
と
で
す
。
剛
健
め
か

し
た
踊
り
で
、
せ
り
ふ
や
動
作
を

大
げ
さ
に
表
現
す
る
の
が
特
徴
で

す
。
祝
い
ご
と
や
雨
乞
い
な
ど
で

踊
ら
れ
ま
し
た
が
、
踊
り
手
の
高

齢
化
の
た
め
、
昭
和
43
年
に
途
絶

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
時
途
絶
え
た
地
域

の
宝
を
継
承
し
よ
う
と
、
地
区
住

民
が
中
心
と
な
っ
て
、
平
成
３
年

に
「
平
国
伝
統
芸
能
六
方
踊
り
保

存
会
」
を
結
成
。
現
在
は
平
国
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
毎
月

第
１
木
曜
日
に
練
習
し
て
い
ま

す
。
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
つ
な
ぎ
ふ
れ
あ
い
祭
り
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
て

い
ま
す
。

　

同
保
存
会
代
表
の
平
野
新
市
さ

ん
（
平
国
下
）
は
「
町
指
定
の
無

形
文
化
財
で
あ
る
こ
の
踊
り
を
絶

や
さ
な
い
よ
う
、
継
承
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平国の「宝」を継承していきたい
平国伝統芸能六方踊り保存会
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－　表紙の写真　－
　9月 10日（日）～ 30日（土）
に行われた「古中尾かかし祭り」。
展示されたかかしの一部を並べ
てみました。期間中は、個性豊
かなかかしを一目見ようとたく
さんの人でにぎわっていました。
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健
診
は
、
腹
囲
の
計
測
と
血
液
の

デ
ー
タ
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
メ
タ
ボ
）
の
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異

常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
い
ち
早

く
見
つ
け
る
た
め
の
大
切
な
健
康
診

査
で
す
。 　

　

偏
食
や
運
動
不
足
な
ど
、
長
年
身

に
付
い
た
生
活
習
慣
。
そ
の
習
慣
を

続
け
る
と
、
何
の
自
覚
症
状
も
な
く

動
脈
硬
化
が
進
行
し
、
心
臓
病
や
脳

血
管
疾
患
な
ど
を
発
症
す
る
可
能
性

が
高
ま
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
出
に

く
い
の
で
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
状

態
が
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
普
段

か
ら
一
年
に
一
回
特
定
健
診
を
受
け
、

身
体
の
状
態
や
血
管
変
化
を
調
べ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。 

●
特
定
健
診
の
費
用
は
無
料
で
す

　

町
で
は
、
40
歳
以
上
の
国
保
に
加

入
し
て
い
る
人
に
加
え
て
、
20
歳
以

上
の
人
は
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

●
メ
タ
ボ
で
は
な
く
て
も
油
断
禁
物

　

動
脈
硬
化
に
よ
る
異
常
な
ど
、
目

に
見
え
な
い
部
分
も
発
見
で
き
ま
す
。

自
分
は
大
丈
夫
だ
と
思
わ
ず
、
一
度

特
定
健
診
を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

生活習慣病の早期発見・早期改善に向けて
総合健診と選ぶ健診を実施します

　住民課福祉班 ☎７８- ３１１３（内１１６・１１８）

総合健診（ミニ人間ドック）※予約制。
　40 歳以上の津奈木町国民健康保険加入者が対象です。
特定健診、がん検診、超音波検診をセットで受けられます。
選ぶ健診
　次の検査項目の中から受けたい健診を組み合わせて同
日に受けることができます。社会保険などの被扶養者で
も、「特定健診受診券」を持参すれば、申し込み不要で
当日にがん検診と一緒に特定健診を受診することができ
ます。集団健診で受診できるかどうかは、ご加入の保険
者にご確認ください。
■検査項目■
　特定健診、後期高齢者健診、肺がん検診、喀痰検査、胃
がん検診、大腸がん検診、前立腺がん検診、子宮頸がん検
診、乳がん検診、腹部超音波検診、肝炎ウィルス検査

　「総合健診（ミニ人間ドック）」と「選ぶ
健診」の追加申込を受け付けます。受診を
希望する人は、窓口へご連絡ください。
　毎年 10 月は、がん検診受診率 50％達成
に向けた集中キャンペーン月間です。この機
会にがん検診も併せて受診をお勧めします。

総合健診・選ぶ健診日程　（選ぶ健診は地区で日時が異なります。）
日　時 対象地区 場　所

総合健診
11月２日（木） 10：00～ （事前予約制） 平国コミュニティセンター

　　　　４日（土） ８：00～ （事前予約制） つなぎ文化センター

選ぶ健診

11月２日（木）　  8：00～ 8：30 福浦・平国上 平国コミュニティセンター
8：40～ 9：10 平国下・辻

つなぎ文化センター

　　  ５日（日）
　        

8：00～ 8：20 古中尾・内野
8：30～ 8：50 上下門
9：00～ 9：20 倉谷
9：30～ 9：50 川内・町中
10：00～ 10：20 中尾
10：30～ 11：00 ※１

　　　　６日（月）

8：00～ 8：20 浜崎
8：30～ 8：50 竹中
9：00～ 9：40 染竹
9：50～ 10：20 桜戸
10：30～ 11：00 ※１

　　　　７日（火）

8：00～ 8：20 日添

農業就業改善センター

8：30～ 8：50 小津奈木
9：00～ 9：20 新川・古川
9：30～ 9：50 大泊
10：00～ 10：20 日当・丸岡
10：30～ 11：00 ※１

※１　指定された時間帯で都合が悪い場合は、都合の良い日のこの時間帯に受け付けをすることができます。　

受診を希望する人は、受診を希望する人は、

10月12日日 (木 )( 木 ) までにまでに
申し込みをお願いします。申し込み申し込み

な
ぜ
特
定
健
診
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
の
？

●
専
門
家
の
指
導
が
受
け
ら
れ
る
「
保

健
指
導
」

　

特
定
健
診
の
受
診
後
は
、
健
診
結

果
を
つ
づ
っ
た
「
わ
た
し
の
健
康
ノ
ー

ト
」
が
受
診
者
へ
渡
さ
れ
ま
す
。
生

活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
人
に
は
、

保
健
師
や
栄
養
士
が
健
診
結
果
を
丁

寧
に
説
明
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
町
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、
県

内
町
村
の
中
で
も
か
な
り
低
い
状
況

で
す
。
な
ぜ
特
定
健
診
を
受
け
な
い

の
か
を
町
で
調
査
す
る
と
、「
病
院
に

通
院
中
だ
か
ら
」「
忙
し
い
か
ら
」「
検

診
を
受
け
た
く
な
い
か
ら
」
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
た
め
に

は
健
診
を
受
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ど
こ
も
痛
く
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と

思
っ
て
受
診
し
な
い
の
で
は
な
く
、
１

年
に
１
度
は
健
診
を
受
診
し
、
身
体

の
状
態
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

血管の状態

血管の詰まり具合

体の状況と必要な対応
血流がスムーズで、健康な
状態
⇒健康の保持推進を図る

自覚症状は無いが、検査結果
に表れ始まる
⇒生活習慣の改善で予防可能

自覚症状が現れる
⇒すぐに医療機関を受診す
る必要あり

正常 狭くなる 詰まる

自
分
の
体
の
た
め
に
も

ぜ
ひ
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

自分の生活を
　あれれ…？だいぶ太ってきたな…

見直してみませんか？
年に1回特定健診を受診しましょう

問い合わせ　住民課福祉班・保険班　☎７８－３１１３（内１１６・１１９）

※７月の申し込みで申し込まれた人は、10月中旬頃にご自宅へ問診票を郵送でお届けします。今回の追加申し込
みの人は、10月下旬に郵送します。
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敬
老
会
・
金
婚
夫
婦
表
彰
式

　
　
　
　
　
　

       

表
彰
者
一
覧 

（敬
称
略
）

最
長
夫
婦
（
結
婚
71
年
）

《
中
尾
》

　

農
山　

秀
男
・
フ
ジ
コ

結
婚
60
年
夫
婦

《
浜
崎
》

　

和
田　

年
一
・
律
子

《
桜
戸
》

　

林　

益
雄
・
サ
ツ
キ

《
大
泊
》

　

栁
迫　

光
義
・
フ
タ
エ

《
中
尾
》

　

農
添　

保
雄
・
シ
ズ
子

　

吉
本　

保
男
・
惠
美
子

《
倉
谷
》

　

山
本　

重
人
・
ツ
ヤ
子

《
内
野
》

　

山
口　

幸
太
郎
・
澄
子

《
上
下
門
》

　

竹
田　

榮
次
・
リ
ヤ

　

田
口　

敏
男
・
キ
ヌ
エ

《
福
浦
》

　

福
田　

照
雄
・
ヒ
ロ
子

　

松
﨑　

登
・
フ
ク
エ

《
平
国
上
》

　

江
口　

末
敏
・
ミ
ツ
ヨ

《
平
国
下
》

　

野
﨑　

一
孝
・
ヒ
サ
子

《
日
当
》

　

伊
藤　

勞
・
實
子

金
婚
夫
婦
（
結
婚
50
年
）

《
染
竹
》

　

𠮷
野　

昇
・
繁
子

《
新
川
》

　

船
場　

清
八
・
ミ
ネ
子

《
古
川
》

　

岡
松　

守
・
ア
ツ
子

　

竹
本　

茂
人
・
洋
子

《
大
泊
》

　

佐
々
木　

茂
實
・
エ
ミ
子

　

新
立　

泰
平
・
サ
ヱ
子

《
古
中
尾
》

　

田
口　

廣
八
郎
・
ミ
シ
ヲ

《
上
下
門
》

　

小
泉　

貞
美
・
ユ
ミ
子

　

濵
本　

利
之
・
征
榮

　

福
﨑　

靖
夫
・
伸
子

《
小
津
奈
木
》

　

小
嶋　

利
治
・
信
子

《
福
浦
》

　

福
山　

浩
至
・
ヨ
ウ
子

《
平
国
上
》

　

濱
田　

健
藏
・
ミ
ヤ
コ

《
平
国
下
》

　

野
﨑　

忠
次
・
チ
ズ
ヨ

　

山
口　

正
二
・
三
女
子

《
日
添
》

　

吉
野　

繁
明
・
洋
子

最
高
長
寿
（
106
歳
）

《
上
下
門
》

　

齋
藤　

チ
シ

米
寿
（
88
歳
）

《
染
竹
》

　

蟻
川　

ツ
ネ

　

上
原　

サ
エ

　

鶴
田　

和
子

　

谷
口　

ツ
ギ
子

　

松
尾　

キ
ミ

《
浜
崎
》

　

浦
口　

チ
ズ
エ

　

上
𠩤　

キ
ヨ
ノ

　

橋
口　

ヨ
シ
ノ

《
桜
戸
》

　

浦
口　

ス
ミ
エ

　

進
東　

悦
子

　

田
之
上　

三
夫

　

原
田　

伸
次

　

本
田　

キ
ヨ
ノ

《
町
中
》

　

六
車　

不
二
子

《
古
川
》

　

岡
松　

芳
枝

　

船
場　

サ
ミ
子

　

前
田　

ト
エ
子

《
大
泊
》

　

新
立　

和
市

　

栁
迫　

サ
ナ
エ

　

柳
迫　

ノ
リ
エ

《
中
尾
》

　

農
添　

保
雄

　

農
山　

ハ
ル
コ

《
古
中
尾
》

　

中
尾　

繁

　

山
本　

ス
エ
子

《
倉
谷
》

　

谷
村　

カ
ズ
子

　

村
口　

ジ
ツ
エ

　

森
下　

シ
ズ
エ

　

９
月
13
日
（水）
、
農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

で
第
59
回
金
婚
夫
婦
表
彰
伝
達
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
と
し
は
昭
和
42
年
に
結
婚
し
た
夫
婦

が
金
婚
を
迎
え
、
当
日
出
席
し
た
13
組
に

熊
本
日
日
新
聞
社
事
業
局
長
か
ら
表
彰
状

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
を
代
表
し
て
福
﨑
靖
夫
さ
ん
・

伸
子
さ
ん
（
上
下
門
）
が
「
50
年
共
に
支

え
合
い
、
元
気
で
金
婚
の
日
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
た
の
は
、
周
囲
の
方
々
の
支
え

の
お
か
げ
で
す
。
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
夫
婦
手
を
た
ず
さ
え
て
、
明
る
く
元

気
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

謝辞を述べた福﨑靖夫さん（左）・伸子さん（右）夫婦

第 59 回金婚夫婦表彰伝達式第 59 回金婚夫婦表彰伝達式

　

９
月
15
日
（金）
、
農
業
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
、
赤
崎
漁
村
セ
ン
タ
ー
、
平
国
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
３
会
場
で
敬
老
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
対
象
と
な
る
町
内
に
住
む
70

歳
以
上
の
人
は
１
４
３
４
人
。
山
田
町
長

は
「
こ
れ
ま
で
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を

地
域
づ
く
り
に
大
い
に
発
揮
し
て
い
た
だ

き
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
私
た
ち
を
ご

指
導
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
当
日
は

各
会
場
と
も
大
勢
の
お
年
寄
り
が
集
ま
り
、

長
寿
を
祝
っ
て
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
各
会
場
で
歌
や
踊
り
な
ど
の

演
芸
会
が
行
わ
れ
、
会
場
で
は
大
き
な
拍

手
と
笑
い
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

平成 29 年度平成 29 年度

【写真説明】
1今年度の表彰者にそれぞれ表彰状と記念品が手渡さ
れました／2ことしも敬老会の最後を務めた倉谷劇団。
オリジナリティあふれる劇を披露しました／3赤崎漁
村センターで華麗に披露された舞踊／4平国コミュニ
ティセンターでは陽気なメロディーに合わせてフラダ
ンス

敬老会敬老会

　

山
本　

榮
喜

　

山
本　

親
子

《
内
野
》

　

福
田　

マ
ス
コ

《
上
下
門
》

　

谷
口　

ト
ヨ
子

《
小
津
奈
木
》

　

井
門　

ハ
ル
エ

　

齋
藤　

武

　

瀨
﨑　

シ
ツ

《
丸
岡
》

　

林
田　

マ
ツ
子

《
日
当
》

　

赤
迫　

シ
ズ
ノ

　

伊
藤　

シ
ヅ
カ

　

上
村　

フ
サ
子

　

田
嶋　

ハ
ツ
コ

　

森
山　

フ
ミ
コ

　

吉
武　

ア
キ

《
日
添
》

　

諌
山　

ナ
ツ
子

　

林
田　

實
雄

　

林
田　

千
秋

　

𠮷
野　

貞
子

《
辻
》

　

長
濵　

チ
エ

《
福
浦
》

　

福
田　

ヨ
シ
子

《
平
国
上
》

　

長
濱　

マ
ス
エ

　

野
﨑　

節
子

《
平
国
下
》

　

鬼
塚　

妙
子

　

長
濵　

重
信

　

長
濱　

ヤ
エ
子

　

松
本　

ツ
ル
コ

　

村
上　

ミ
ヨ
子

　

來
住　

典
子

寿
詞
（
95
歳
老
人
会
関
係
）

《
小
津
奈
木
》

　

山
田　

清
久

《
倉
谷
》

　

山
﨑　

エ
ツ
子

《
上
下
門
》

　

髙
松　

ト
ミ
エ

《
内
野
》

　

坂
本　

ハ
ル
モ

《
日
当
》

　

開
田　

ス
エ
子

１

２

３ ４
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　９月８日（金）に開かれた平成 29年９月議会定例会の冒頭で、山田町長が述べた施政方針の主
な内容をお知らせします。所信表明とは、町政運営に対する町長の基本的な考え方や主な施策につ
いて述べたものです。
　※広報つなぎ掲載用に表現を一部変更しています。

平成 29 年９月議会定例会　町長所信表明

次世代につながる
活気のあるまちづくり

て
は
、
子
ど
も
子
育
て
会
議
な
ど
の
ご

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
平
成
30
年
度
か

ら
実
施
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
健
康
長
寿
の
町
と
し

て
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
強
化
や
、
学
校
教

育
の
充
実
及
び
学
校
施
設
の
環
境
改
善
、

介
護
な
ど
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

つ
な
ぎ
タ
ク
シ
ー
の
利
用
促
進
な
ど
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

第
２
に
、
農
林
水
産
業
の
振
興
を
図

る
政
策
で
あ
り
ま
す
。

　

農
業
は
こ
れ
ま
で
の
補
助
事
業
を
利

用
し
た
農
地
や
施
設
の
規
模
拡
大
か
ら
、

作
物
の
高
品
質
化
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
、

耕
作
放
棄
地
対
策
な
ど
に
加
え
、
近
隣

市
町
を
参
考
に
単
独
の
補
助
事
業
に
も

取
り
組
み
、
細
か
な
ケ
ア
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

特
に
農
業
後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て

は
、
や
は
り
儲
か
る
農
業
経
営
を
確
立

し
な
け
れ
ば
、
後
を
継
い
で
農
業
を
営

む
若
者
は
減
少
す
る
ば
か
り
で
す
。
ぜ

ひ
、
将
来
の
見
え
る
農
業
経
営
を
構
築

す
る
た
め
に
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
な
ど
と
協

力
し
な
が
ら
、
新
た
な
政
策
を
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

め
て
前
西
川
町
長
の
ご
功
績
に
対
し
、

深
く
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
他
の
多
く
の
市
町

村
と
同
様
、
津
奈
木
町
に
お
き
ま
し
て

も
、
人
口
の
減
少
が
進
み
、
産
業
が
停

滞
し
て
閉
塞
感
が
漂
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
状
況
を
打
破
し
、
活
気
の
あ

る
町
に
す
る
た
め
に
、私
の
知
識
、経
験
、

人
脈
の
全
て
を
活
用
し
、
全
力
を
挙
げ

て
町
政
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

私
は
、
津
奈
木
町
の
直
面
す
る
課
題

を
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
、
そ
れ

に
伴
う
産
業
・
経
済
の
縮
小
と
捉
え
、

活
力
あ
る
津
奈
木
を
つ
く
る
た
め
の
総

合
的
な
政
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
財
政
に
つ
い
て
も
、
確
か
に
現
在
は

良
好
で
あ
り
ま
す
が
、
県
下
で
も
財
政

力
指
数
が
低
く
、
今
後
は
町
税
や
交
付

税
の
落
ち
込
み
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
予
算
を
効
率
的
に
配
分
し
、

少
し
で
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
所
得
を
上

げ
、
ひ
い
て
は
町
全
体
の
収
入
が
増
え

る
良
き
流
れ
を
、
構
築
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
選
挙
公
約
に
も
あ

げ
ま
し
た
３
つ
の
政
策
、「
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
対
策
」、「
農
林
水
産
業
の

振
興
」、「
地
元
企
業
育
成
・
雇
用
確
保
」

を
重
点
政
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
す
。

　

第
１
に
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

に
歯
止
め
を
か
け
る
政
策
で
あ
り
ま
す
。

年
々
減
少
す
る
出
生
者
数
、
こ
の
ま
ま

進
め
ば
町
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。

す
ぐ
に
で
も
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
で
す
。

　

ま
ず
、
具
体
的
政
策
と
し
て
公
約
し

て
お
り
ま
し
た
出
生
祝
い
金
の
創
設
で

す
。
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

回
の
定
例
会
に
議
案
と
し
て
新
た
に
上

程
し
て
お
り
、
ご
審
議
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、
今
年
度
か
ら
実

施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
料
の
負
担
軽
減
、
高
校

生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に
つ
き
ま
し

　

平
成
29
年
第
３
回
議
会
定
例
会
の
貴

重
な
お
時
間
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
町

政
運
営
に
つ
い
て
の
私
の
所
信
の
一
端

を
申
し
述
べ
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

７
月
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
、
議
員
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
、
各
方
面
か
ら
力
強
い
ご

支
持
を
賜
り
、
津
奈
木
町
長
と
し
て
町

政
運
営
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
だ
く
事
と

な
り
ま
し
た
。
私
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

温
か
い
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
町
の
発
展
と
町
民
の

皆
さ
ま
の
生
活
を
守
っ
て
い
く
使
命
を

担
う
事
に
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

津
奈
木
町
は
こ
れ
ま
で
前
西
川
町
長

の
下
、
一
丸
と
な
っ
て
補
助
事
業
の
獲

得
に
取
り
組
み
、
自
主
財
源
の
乏
し
い

町
財
政
な
が
ら
、「
住
み
た
く
な
る
町
づ

く
り
」
を
基
本
理
念
に
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
展
開
、
併
せ
て
健
全
な
財
政
運
営

へ
と
町
を
導
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
つ
な
ぎ
美
術
館
を
中
心
と
す

る
文
化
事
業
な
ど
に
よ
り
、多
く
の
人
々

に
「
熊
本
県
の
津
奈
木
町
」
と
し
て
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
改

津奈木保育園

            
            

は
じ
め
に

は
じ
め
に

　　

       
       

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策

            
            

農
林
水
産
業
の
振
興

農
林
水
産
業
の
振
興
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林
業
で
は
、
林
道
・
作
業
道
の
整
備
、

後
継
者
の
育
成
に
加
え
、
つ
な
ぎ
年
輪

会
へ
の
支
援
な
ど
、
地
場
産
業
の
発
展

と
木
材
需
用
の
拡
大
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

水
産
業
で
は
、
漁
港
漁
場
施
設
の
充

実
、養
殖
・
放
流
事
業
へ
の
支
援
に
加
え
、

新
た
な
水
産
事
業
の
開
発
な
ど
に
力
を

入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
一
次
産
業
は
津
奈
木
町
の
産
業
に

と
っ
て
重
要
な
要
で
す
。
一
人
一
人
の

小
さ
な
力
が
集
う
こ
と
で
産
業
が
生
ま

れ
ま
す
。
そ
の
小
さ
な
力
を
侮
る
こ
と

な
く
、
独
自
の
補
助
事
業
な
ど
を
絡
め

な
が
ら
育
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

第
３
に
、
地
元
企
業
の
育
成
と
雇
用

を
確
保
す
る
政
策
で
す
。

　

商
工
会
へ
の
支
援
に
よ
る
地
場
企
業

の
強
化
、
経
営
の
高
度
化
、
後
継
者
の

育
成
を
は
じ
め
、
新
た
な
事
業
へ
の
助

成
な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
の
振
興
を
図
る
政
策
も
、
雇
用
に

結
び
つ
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

つ
な
ぎ
温
泉
四
季
彩
の
利
用
者
数
は
、

県
南
の
温
泉
施
設
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
す
。
周
辺
に
は
他
の
観
光
地
に
も
負

け
な
い
美
術
館
や
彫
刻
群
、
眼
鏡
橋
や

重
盤
岩
な
ど
の
す
ば
ら
し
い
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
は

「
西
野
達
ホ
テ
ル
裸
島
リ
ゾ
ー
ト
・
オ
ブ
・

メ
モ
リ
ー
」
な
ど
、
観
光
に
結
び
つ
く

大
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
も
行
わ
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
町
の
施
設
や
史
跡
を
資
源

と
し
て
利
用
し
た
起
業
、
た
と
え
ば
宿

泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど
を
、
ぜ
ひ
地
元

の
皆
さ
ま
に
積
極
的
に
起
こ
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
が
行
う
の
で
は
な
く
、
人
が
行
う
。

町
は
行
う
人
を
全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
。
そ
う
い
う
体
制
を
整
え
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
本
町
で

進
め
て
い
ま
す
地
方
創
生
事
業
「
小
さ

く
て
強
い
産
業
の
創
造
に
よ
る
仕
事
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
水
俣
芦
北

管
が
あ
り
ま
せ
ん
。
各
管
理
職
や
各
班

長
の
業
務
量
と
業
務
内
容
の
差
が
大
き

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
偏
り
が
見
ら
れ

ま
す
。
少
数
精
鋭
で
あ
り
な
が
ら
、
一

人
に
頼
ら
ず
時
代
に
合
っ
た
役
場
の
新

た
な
機
構
改
革
を
職
員
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
私
の
町
政
運
営
に
関
す
る
政

策
と
理
念
の
一
端
を
申
し
上
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
し
っ
か
り
と
実

行
し
て
い
く
事
が
、
ご
支
援
を
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
へ
の
応
え
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
の
努
力

だ
け
で
は
到
底
足
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、

議
員
の
皆
さ
ま
の
お
知
恵
を
お
貸
し
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
津
奈

木
町
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
関
係
者
に

ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
す

べ
て
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
力
を
お
貸

し
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
皆
さ
ま
と
共
に
全
身

全
霊
で
、
元
気
で
活
力
の
あ
る
津
奈
木

町
を
つ
く
る
た
め
に
、
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
私
の
所
信
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

津
奈
木
町
長　

山
田　

豊
隆

雇
用
創
造
協
議
会
」
も
、
国
内
需
要
に

と
ど
ま
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
を
見

せ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
新
た
な
産
業

と
雇
用
創
造
に
結
び
つ
く
よ
う
引
き
続

き
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
町
政
運
営
に
つ
い
て
３
つ
の

重
点
政
策
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
重
点
政
策
は
基

本
的
な
考
え
で
あ
り
、
一
部
を
除
き
い

ま
だ
具
体
的
事
業
の
提
示
に
は
い
た
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
平
成
30
年
度
当
初
予
算
や
各

補
正
予
算
を
通
し
、
山
田
カ
ラ
ー
を
打

ち
出
し
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
役
場
内
部
組
織
の
改
革
で

す
。
平
成
18
年
度
に
大
幅
な
行
政
改
革

を
行
っ
て
か
ら
、
す
で
に
11
年
が
経
過

致
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
国
や
県
か
ら

多
く
の
権
限
移
譲
が
な
さ
れ
る
と
共
に
、

地
方
創
生
事
業
な
ど
従
来
の
補
助
事
業

と
は
異
な
り
、
発
想
の
柔
軟
性
や
民
間

を
巻
き
込
ん
で
の
レ
ス
ポ
ン
ス
重
視
の

行
動
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
役
場
機
構
で
は
、
す
ぐ
に
行

動
に
移
せ
る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
い
所

            

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
合
っ
た

            

組
織
づ
く
り
に
着
手

             

地
元
企
業
育
成
・
雇
用
確
保

年々入館者数が増加しているつなぎ温泉四季彩

　　まちのわだい　Topics of Town

　世界的アーティストの西野達さんを中心に進めら
れているアートプロジェクト「西野達つなぎプロ
ジェクト」。いよいよ 10月から「ホテル裸島」が
期間限定でオープンします。オープンに先立ち、８
月 30日（水）につなぎ美術館で会見が行われ、制
作の意図などを語りました。西野達さんは会見で「こ
のホテルは普段アートに興味を持っていない人で
も、興味を持ってもらえるような作品で、小学校の
思い出がたくさん詰まっています」と話しました。
　7年前に廃校になった旧赤崎小学校の記憶を詰め
込んだホテルをつくろうと、小学校の窓やタイルな
どを再利用しています。ホテルは 10月 7日（土）
～ 12月 5日（火）の期間限定でオープンします。
宿泊予約の方法など詳しくは、特設Webサイトを
ご覧ください。
【Webサイト】
　http://tatzu-hadaka.asia/
【アーティストの紹介】
　西野　達（にしの　たつ）
　1960年名古屋生まれ。ミュンスター芸術アカデ
ミー修了（ドイツ）。ベルリン（ドイツ）在住。屋
外の有名なモニュメントや彫像などを仮設壁で囲
み、リビングルームやホテルを出現させるなど、風
景を一変させる大規模な作品を制作するアーティス
トとして世界的に知られています。　

いよいよ 10月にオープン
　西野達 ホテル裸島 リゾート・オブ・メモリー

         

　地域コミュニティの健全な発展などを図ることを
目的とした助成事業により、染竹地区に冷蔵庫やイ
ベント用音響機器、イス、机などの備品が整備され
ました。
　この事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、
（一財）自治総合センターが
助成決定を行っています。
今回整備された備品を活用
し、今後染竹地区のますま
すの活性化が期待されます。

整備された備品を活用し交流を図りました

染竹地区に備品を整備 宝くじコミュニティ助成事業

記者からの質問に答える西野達さん（写真中央）

旧赤崎小学校近くで制作している西野達さん
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葦北郡選手一致団結
第 72回熊本県民体育祭

　９月 16日（土）、第 72回熊本県民体育祭が人吉・
球磨地区をメーン会場に開催されました。本町は葦
北郡として出場し、結果は男女総合の部で７位でし
た。台風 18号の影響で、17日 ( 日 ) は全て中止。
16日（土）も天候不良でいくつかの屋外競技が中
止になり、実施できる競技はスケジュールを変更し
て行われました。競技別順位は以下のとおりです。　
競技別順位

競　技　名 順位 競　技　名 順位

陸上競技 男 － サッカー １
女 － 柔　道 －

水　泳 男 ７ 剣　道 －
女 ９ 弓　道 16

軟式野球 男 １ 相　撲 －

ソフトボール 男 － 銃剣道 －
女 ー 空手道 ３

ソフトテニス ９ アーチェリー 15
卓　球 13 クレー射撃 ８

バドミントン 男 17 馬術 －
女 ２ テニス ９

バレーボール 男 １ ゲートボール 男 ２
女 ９ 女 ５

バスケットボール 男 ５ ボウリング 17
女 ９ グラウンドゴルフ 男 ８

ハンドボール 男 ９ 女 ２
女 －

総　合　順　位 ７
女　子　順　位 ５

女子バレーボール（対玉名市）

男子バスケットボール（対天草市）

　　まちのわだい　Topics of Town

　交通安全母の会（津奈木町婦人会）が、9月 15
日（金）に開催された敬老会に合わせて、農業就業
改善センター前で「交通安全キャンペーン」と「結
核予防キャンペーン」を行いました。これは、高齢
者の交通事故や結核に気をつけてもらうために毎年
行われています。
　当日は、12人の交通安全母の会会員が敬老会に
参加した人へ啓発のチラシなどを配布しました。こ
れから日暮れが早くなるため、ドライバーは早めの
点灯と歩行者は反射材の着用などで交通事故を防止
しましょう。 参加者に交通安全や結核予防を呼びかけました

交通事故ゼロを目指して 交通安全母の会啓発活動

総合の部で２位　津中大活躍
郡市中学校陸上競技大会

　９月 13日（水）、エコパーク水俣陸上競技場で
芦北・水俣郡市中学校総合体育大会陸上競技大会が
開催され、津奈木中学校は男女総合の部で２位の成
績を収めました。
　津奈木中学校からは 54人が出場し、短距離の部、
中長距離の部、フィールドの部で競い合いました。　
９月 30日（土）にえがお健康スタジアムで開催さ
れた県大会には、同中から 20人の生徒が出場しま
した。
　今大会の結果については下記のとおりです。
【部門別表彰】
○男女総合　２位
○男子中・長距離の部　１位
○女子フィールドの部　１位
【県大会出場者】※敬称略。1位のみ掲載。
▶男子
○ 1年 100m　   田口雅人（古中尾）12秒６
○ 2年 1500m　 濵田朝陽（平国下）４分 38秒 8
○代表走高跳　　 川﨑浩雅（町中）　  1m59cm　
▶女子　
○代表走幅跳　篠原美沙季（日添）　４m77cm
○低学年４× 100mリレー　55秒 6
　新立愛来（大泊）　　井上美玖（新川）
　田村笑

え み か

海夏（新川）　西本愛梨（桜戸）
　篠原美沙季（日添）　中山智尋（平国下）　

入賞者一覧（敬称略）
【水泳競技】
○ 45歳以上 50m平泳ぎ　３位　大塚芳子（上下門）
○ 45歳以上 50m平泳ぎ　４位　栁迫真紀（丸岡）
○ 65歳以上 50m背泳ぎ　５位　福田三継（福浦）
○ 45歳以上 50m背泳ぎ　７位　大園哲郎（浜崎）

　９月 10 日（日）～ 30 日（土）、古中尾公民館
周辺でかかしの展示が行われ、多くの人でにぎわい
ました。これは、古中尾活性化協議会を中心に毎年
行われているもので、ことしで 17回目を迎えます。
　同協議会や津奈木幼稚園など多くの団体が趣向を
凝らし作成したオリジナルのかかしたち。ことし大
ブレイクしたあの芸人や人気キャラクターなど約
70 体の個性豊かなかかしが秋の晴れ渡る空の下、
古中尾地区の農道沿いに立ち並び、多くの来場者を
楽しませていました。

ことしのシンボルとなった巨大かかし「くまモン」

ユニークなかかし大集合 古中尾かかし祭り

※準決勝に進出した場合、優勝扱いとなります。
※「－」は中止または欠場。
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津奈木町役場　総務課（交通・災害、人事、有線放送）  ☎７８- ３１１１(代表 )　振興課（農業振興、住宅・水道、建設）  ☎７８- ３１１２
　　　　　　　住民課（戸籍・住民票、福祉、保険、税）  ☎７８- ３１１３　 教育委員会（学校教育、生涯学習、体育施設）  ☎７８- ５４００ まちからのお知らせ　Notice of Town

　

本
町
で
は
、
家
庭
菜
園
で
野
菜
づ
く
り

を
行
う
人
た
ち
が
集
ま
り
、「
家
菜
つ
な
ぎ

隊
」
と
し
て
活
動
し
、
栽
培
・
管
理
講
習

会
で
の
勉
強
会
と
生
産
者
同
士
の
交
流
や

朝
市
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
宣
伝
・
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

隊
員
に
は
イ
ベ
ン
ト
で
の
宣
伝
・
販
売

用
に
資
材
・
種
苗
な
ど
の
提
供
を
は
じ
め
、

家や
さ
い菜

つ
な
ぎ
隊
員
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

振
興
課
自
立
振
興
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
２
（
内
２
２
５
）　

簡
易
ハ
ウ
ス
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
家
庭
菜
園
で
新
鮮
野
菜
を
食
卓
に
つ
な

ぎ
、
健
康
な
ま
ち
を
つ
く
り
た
い
！
」
を

合
言
葉
に
、
ご
家
庭
で
安
全
・
安
心
な
野

菜
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

入
隊
を
希
望
さ
れ
る
人
は
振
興
課
自
立

振
興
班
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
に
伴
い
、
町

で
は
光
回
線
の
工
事
が
お
済
み
に
な
っ
た

人
へ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
支
援
内
容
】

①
行
政
情
報
配
信
機
器
（
光
Ｂ
Ｏ
Ｘ+

）

　

の
無
償
配
布

　

光
回
線
加
入
申
込
内
容
な
ど
が
確
認
で

き
る
書
類
の
写
し
と
印
か
ん
を
用
意
し
て
、

総
務
課
企
画
財
政
班
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
業
者
に
よ
る
設
置
サ
ー
ビ
ス
が
６
月
末

で
終
了
し
ま
し
た
。

②
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
加
入
促
進
補
助
金

　

１
万
円
の
交
付

　
「
行
政
情
報
配
信
機
器
（
光
Ｂ
Ｏ
Ｘ+

）」

の
設
置
が
完
了
し
た
人
は
忘
れ
ず
に
同
補

助
金
も
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

光
回
線
工
事
が
済
ん
だ
人
を
対
象
に

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
財
政
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
１
（
内
２
１
７
）　行政情報配信機器（光 BOX+）

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
に
は
、
飼
い
犬
の
登

録
と
毎
年
１
回
の
予
防
注
射
の
接
種
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

飼
い
犬
の
登
録
を
行
っ
て
い
な
い
場
合

は
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
同
時
に
登
録

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

10
月
18
日
（水）

場
所
・
時
間

▽
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
前

　

午
前
９
時
〜
９
時
30
分

▽
赤
崎
漁
村
セ
ン
タ
ー
前

　

午
前
９
時
50
分
〜
10
時
20
分

▽
平
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前

　

午
前
10
時
40
分
〜
11
時
10
分

★
犬
の
登
録
は
一
生
に
１
回

対
象
の
犬　

生
後
３
か
月
以
上
の
犬

登
録
手
数
料　

１
頭　

３
千
円

★
予
防
注
射
は
年
１
回

対
象
の
犬　

生
後
３
か
月
以
上
の
犬

料
金　

▼
注
射
料
…
２
５
７
０
円

▼
注
射
済
票
料
…
５
５
０
円

大
切
な
家
族
を
守
ろ
う

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
飼
い
主
の
義
務
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

住
民
課
住
民
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
３
（
内
１
１
５
）　

　

10
月
は
「
土
地
月
間
」、同
月
１
日
は
「
土

地
の
日
」
で
す
。

　

一
定
面
積（
都
市
計
画
区
域
外
は
１
万
㎡
）

以
上
の
土
地
を
売
買
な
ど
し
た
と
き
は
、
契

約
後
に
権
利
取
得
者
（
買
主
）
が
届
け
出
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

10
月
は
「
土
地
月
間
」

大
規
模
な
土
地
取
引
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
財
政
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
１
（
内
２
１
９
）　

届
け
出
の
必
要
な
取
引　

土
地
の
売
買
、

交
換
、
売
買
予
約
、
譲
渡
担
保
、
代
物
弁

済
な
ど

届
出
期
限　

契
約
（
予
約
）
締
結
日
か
ら

２
週
間
以
内
（
締
結
日
含
む
）

届
出
先　

総
務
課
企
画
財
政
班

　

行
政
運
営
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、

ご
要
望
に
つ
い
て
行
政
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
25
日
（水）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

役
場
１
階
和
室

行
政
相
談
員　

永
柄　

加
代
子
（
浜
崎
）

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
１
（
内
２
１
４
）　

　

津
奈
木
町
の
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の

誕
生
を
祝
い
、
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

出
生
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

〇
４
月
１
日
以
降
に
出
生
し
た
子
を
養
育

す
る
父
母
（
親
権
者
な
ど
を
含
む
）

○
６
か
月
以
上
継
続
し
て
町
内
に
お
住
ま

い
の
人

○
町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
保
育

料
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

出
生
祝
い
金
支
給
制
度

赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

住
民
課
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
３
（
内
１
１
６
）　

支
給
額　

出
生
児
１
人
に
つ
き
10
万
円

申
請　

出
産
の
日
か
ら
１
年
以
内

準
備
物　

印
か
ん
、
振
込
み
先
が
確
認
で

き
る
書
面
（
預
金
通
帳
の
写
し
な
ど
）

　猫などの愛護動物を遺棄（捨てる、放置する）するのは、法律で禁止されています。猫は１回の出産で
４～８匹の猫を産み、１年に２～４回出産するので、増えすぎることでさまざまな問題が起きます。
　飼い猫に子猫が生まれた場合、動物愛護法に従い生まれた命が無用に絶たれることがないように次の手
順に沿って責任を持って保護に努めましょう。　　
①自分たちで責任を持って終生飼養する。（子猫の出産を望まない場合は、必ず不妊去勢を行いましょう。）
②親戚、知人など新しい飼い主を探す。
③新聞への掲載や愛護団体に相談して新しい飼い主を探す。（新聞への掲載は必須。）
④以上の取り組みでも飼うことが出来ない場合、以下の条件を申し出てください。
・上記の取り組みを説明する書類をそろえて申請してください。
・引き取りは有料です。（成猫 1,000 円・子猫 200円）
・保健所での猫の保管期間は、保管場所の関係で 1週間程度です。
・保健所は譲渡を推進していますが、譲渡されない場合は殺処分となります。
●明らかな「捨て猫」を発見した場合
①警察に通報して指示に従ってください。（「拾得物」ではなく、「遺棄」と伝えてください。）
②飼い主が分かっている場合、飼い主に引き取ってもらいます。（えさをあげている人は、飼い主とみな
される場合があります。）
※保健所は所有者がいなくて自活している猫や、駆除を目的として捕獲された猫の取り引きは行っており
ません。

猫を捨てるのは犯罪です !
問い合わせ　住民課住民班　　☎７８- ３１１３（内１１５）
　　　　　　水俣保健所　　　☎６３- ４１０４
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秋の味覚フェア開催！

問い合わせ先：つなぎ温泉四季彩　☎ 78-4126
営業：午前 10時～午後 9時　休業日：第１水曜日

問い合わせ先：物産館グリーンゲイト　☎ 78-2000
営業：午前 9時～午後 6時　休業日：第１水曜日

つなぎ温泉 四季彩 物産館 グリーンゲイト

●極上みかん「肥のあかり」入荷しました。
　全国発送も承り中です。10日（火）頃まで。
●梨の名産地「一勝地」から生産者直売会　
▷ジャンボ新高梨　10日（火）頃まで
▷新興梨　　　　　10日（火）頃から
●名産の「太秋柿」は 20日（金）から入荷
予定。数量限定ご予約承り中。
●名物みかん「肥のあけぼの」は 25日（水）
から入荷予定です。数量限定ご予約承り中。

温泉と食事セットがお得に！
　期間中、温泉と食事をお得に楽しめる「湯っ
たり得チケット」を販売しています。定食セッ
トや丼セットがそれぞれ 200 円お得になるチ
ケットです。フロントでお買い求めください。
●期間　８月 28日（月）～ 11月 30日（木）

秋の味覚フェア
　秋が旬の食材を使ったメニューを週替わりで
販売します。秋の味覚をどうぞご賞味ください。
●料金　600円
●期間　９月 20日（水）～ 10月 31日（火）

水俣 ・ 芦北地域振興財団助成事業の募集水俣 ・ 芦北地域振興財団助成事業の募集

平成 30年度平成 30年度

　平成 30年度の水俣・芦北地域振興財団助成事業を次のとおり募集します。
　希望する人は、　申請期限内に申し込みを行ってください。

地域振興事業
　地域の産業の振興に関する事業や地域住民の自主
的な地域づくり活動に対して、水俣・芦北地域振興計
画に基づく地域振興事業として助成を行っています。
　「町の特産品を開発したい」、「町を元気にするため
のイベントを実施したい」など、地域で行う自主的な
地域づくり活動に対して費用の一部を助成します。
対象団体　
　原則、町内に事務所を置く団体
対象事業
①地域の産業振興に関するもの
②地域住民などの自主的な地域づくり活動に関する　
　もの
③地域の再生・振興に関するもの
補助限度額　
　事業費の一部で 400万円以内
実施期間　
　平成 30年 4月 1日～平成 31年３月 15日
※水俣・芦北地域振興計画に基づく地域振興事業とし
て助成します。
申請期限　
　12月８日（金）
申請先　
　振興課自立振興班
★今年度は以下の事業について助成が行われています。

　環境配慮型の研究開発などを行う事業に対し、費
用を助成します。
対象団体
①水俣市・葦北郡で事業を行う株式会社、その他法人
②水俣・芦北地域に所在する法人と連携して事業を　　　
　行う大学、短期大学、高等専門学校
対象事業
①環境に対する負荷の軽減に役立つ環境配慮型の　
　先端技術の研究開発事業
②水俣市・葦北郡を中心とする地域における環境
　配慮型の研究開発を促進する事業
③地域の企業間の連携や事業化支援により、新た　 
　な環境事業の展開を図る事業
④先端技術の活用により、かんきつ加工副産物か
　ら健康機能成分を抽出し、高付加価値の商品を
　開発する事業
⑤海域の環境調査研究などにより、カキの養殖環境　
　の最適化を図り環境調和型漁業の確立を図る事業
対象条件
①事業財源に国・県からの助成金などを含まない　　
　こと
②生産目的の設備投資、仕入れなど営利活動でな
　いこと
③審査委員会、財団理事会で適当と認められるもの
助成制度説明会
▷日時
　10月 30日（月）　午後２時～午後３時 30分
※参加する場合は、10月 23 日（月）までに事務
局（☎096ｰ283 ｰ8881）までお申し込みください。
▷場所
　芦北地域振興局３階大会議室
申請期間　
▷一次募集
　11月６日（月）～平成 30年１月５日（金）
▷二次募集（一次募集で締め切る場合があります。）
　平成 30年１月 12日（金）～３月２日（金）
申請先　
　振興課自立振興班

実施団体 取り組み内容

津奈木町
住民参画型アートプロジェクト西野達つ
なぎプロジェクト

環境技術研究開発助成事業

問い合わせ　振興課自立振興班　☎７８－３１１２（内２２４）

西野達つなぎプロジェクト

出張年金相談のご案内
第２・４木曜日 第２金曜日

10月 12日・26日 13日

場所 水俣市もやい館 芦北町役場

相談時間：午前 10時～午後３時

ご相談の方法―
事前に電話予約を行ってください。
○八代年金事務所出張相談予約窓口

　電話番号：0965-35-6123
　（受付時間：平日午前９時～午後５時）
※予約するときは、ご相談者様の基礎年金番号
が分かるものを準備して、お電話ください。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
住
民
課
住
民
班　
　

☎
７
８-

３
１
１
３
（
内
１
１
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
代
年
金
事
務
所　

☎
０
９
６
５-

３
５-

６
１
２
３

年
金
額
を
増
や
し
た
い
！
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

年金
情報

　

国
民
年
金
の
加
入
義
務
が
無
い

人
も
、
任
意
で
国
民
年
金
に
加
入

し
て
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
す
。

　

60
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な

い
場
合
や
、
40
年
の
納
付
済
期
間

が
無
い
た
め
老
齢
基
礎
年
金
を
満

額
受
給
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ

て
、
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
な
い
と
き
は
、
60
歳
以

降
（
申
出
さ
れ
た
月
以
降
）
で
も

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
加

入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
加
入
で
き
る
人

①
60
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な

い
人
は
65
歳
ま
で
の
間

②
40
年
の
納
付
済
期
間
が
な
い
た

め
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
受 

給

で
き
な
い
場
合
で
、
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い 

な
い

人
は
70
歳
ま
で
の
間
（
受
給
資
格

期
間
を
満
た
す
ま
で
） 

③
外
国
に
住
む
20
歳
〜
65
歳
未
満

の
日
本
人

●
注
意
事
項

・
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
は
、
加
入
で
き
ま 

せ
ん
。 

・
任
意
加
入
の
期
間
は
保
険
料
の

免
除
が
で
き
ま
せ
ん
。 

・
保
険
料
は
原
則
口
座
振
替
で
す
。

※
③
を
除
く
。

・
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
人
の

任
意
加
入
は
、
住
民
課
住
民
班
で

お
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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熊
本
県
、
市
町
村
、
関
係
団
体

で
構
成
す
る
「
く
ま
も
と
緑
・
景

観
協
働
機
構
」
で
は
、
良
好
な
景

観
形
成
を
進
め
る
た
め
民
間
の
緑

化
や
景
観
づ
く
り
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、「
緑
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
事
業
」
な
ど
の
申
請
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
団
体
の

皆
さ
ま
か
ら
の
申
請
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://kum

am
oto-

m
idori.com

/index.htm
l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
業
例

▽
緑
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業　
　

　

町
内
会
や
自
治
会
な
ど
の
地
域

の
住
民
団
体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
道
路
、
公
園
、
学
校
な

10
月
は
「
都
市
緑
化
月
間
」

ど
に
樹
木
や
花
を
植
え
る
場
合
に

苗
木
な
ど
の
購
入
費
用
を
助
成
。

▽
花
い
っ
ぱ
い
運
動
支
援
事
業

　

道
路
、
公
園
、
学
校
な
ど
に
花

の
植
栽
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
て
花
の
種

子
、
球
根
、
苗
の
配
布
。　

問
く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構

事
務
局
（
県
庁
都
市
計
画
課
内
）

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
５
２
２

Life

Information

く
ら
し
の

情
報
掲
示
板

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象

に
し
た
職
業
訓
練
生
募
集

【
パ
ソ
コ
ン
資
格
取
得
科
】

対
象　

身
体
（
聴
覚
・
上
肢
・
下

肢
・
内
部
）、
精
神
、
発
達
、
難
病
、

高
次
脳
機
能

定
員　

８
人

内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
と
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
操
作
技
能
を
取
得

し
、
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
の
資
格

取
得
を
目
指
し
ま
す
。

募
集
期
間　

　

10
月
10
日
（火）
〜
11
月
30
日
（木）

訓
練
期
間　

　

１
月
10
日
（水）
〜
３
月
23
日
（金）

受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
、
約
１
万

円
が
必
要
で
す
。

場
所　
有
限
会
社
オ
ー
エ
ー
開
発
・

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

問
水
俣
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
６
２
‐
８
６
０
９

　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６
‐
３
７
８
‐
０
１
２
１

大
事
な
ペ
ッ
ト
を
迷
子
に

さ
せ
な
い
た
め
に

　

県
の
保
健
所
に
は
、
迷
子
に

な
っ
た
犬
や
猫
が
保
護
さ
れ
ま
す

労
使
紛
争
の
解
決
に
「
あ
っ

せ
ん
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

県
労
働
委
員
会
は
、
解
雇
や
労

働
条
件
の
変
更
な
ど
、
労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
に
起
き
た
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
、
自
主
解
決
が
難
し

い
場
合
に
、
話
し
合
い
に
よ
る
解

決
を
お
手
伝
い
す
る「
あ
っ
せ
ん
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
は
簡

単
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
費
用

農
地
を
「
借
り
た
い
人
」

「
貸
し
た
い
人
」
募
集
中

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
熊
本
県

農
業
公
社
）
で
は
、
農
業
経
営
を

縮
小
す
る
人
な
ど
か
ら
農
地
を
借

り
受
け
、
担
い
手
農
家
な
ど
に
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地

を
貸
し
た
い
」「
良
い
農
地
が
あ

れ
ば
借
り
た
い
」
と
い
う
人
は
、

振
興
課
自
立
振
興
班
や
Ｊ
Ａ
窓

口
、
熊
本
県
農
業
公
社
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
農
業
公
社

　

☎
０
９
６-

２
１
３-

１
２
３
４

水
俣
高
校
文
化
祭
に
来
て

み
ま
せ
ん
か

　

生
徒
の
普
段
の
取
り
組
み
や
作

品
、
文
化
系
部
活
動
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
各
種
バ
ザ
ー
な
ど
ぜ
ひ
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
水

俣
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

sh.higo.ed.jp/m
ina/

）
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

全
日
制
文
化
祭　

▽
日
時　

　

10
月
22
日
（日）　

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　

水
俣
高
校
全
日
制
教

室
・
体
育
館

▽
内
容　

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み
発

表
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
展
示
、
販

ご
利
用
く
だ
さ
い

病
児
・
病
後
児
保
育

売
実
習
、
食
品
バ
ザ
ー
な
ど

定
時
制
文
化
祭

▽
日
時　

　

11
月
２
日
（木）

　

午
後
６
時
〜
午
後
７
時
30
分

▽
場
所　

水
俣
高
校
定
時
制
教

室
・
多
目
的
室

▽
内
容　

定
時
制
の
活
動
紹
介
、

展
示
、
販
売
実
習
、
食
品
バ
ザ
ー

な
ど

問
水
俣
高
校　

　

☎
６
３
‐
１
２
８
５

日
時　

10
月
７
日
（土）
〜
８
日
（日）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
８
日
（日）
は
午
後
３
時
ま
で
。

場
所　

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

内
容　

①
刑
務
所
作
業
製
品
な
ど
の
展

示
・
販
売

②
矯
正
広
報
パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示

③
刑
務
作
業
の
製
作
体
験

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
正
規
社
員
や

非
正
規
社
員
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業

主
も
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　
「
話
し
合
い
が
進
ま
な
い
」「
早

く
解
決
し
た
い
」
そ
ん
な
悩
み
を

お
持
ち
の
労
働
者
・
事
業
主
の
人

は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
熊
本
県
庁
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
７
５
３

　

病
児
・
病
後
児
保
育
は
、
社
会

的
に
や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
病

気
ま
た
は
病
気
の
回
復
期
に
あ
る

お
子
さ
ん
を
家
庭
で
保
育
で
き
な

い
場
合
に
、
専
用
の
施
設
で
お
子

さ
ん
を
看
護
師
や
保
育
士
な
ど
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
一
時
的
に
お
預
か

り
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

対
象
者　

生
後
３
か
月
〜
小
学
校

６
年
生
の
児
童

※
水
俣
市
に
勤
務
し
て
い
る
保
護

者
の
お
子
さ
ん
に
限
り
ま
す
。

時
間　

　

月
曜
〜
土
曜
日

　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

利
用
料　

２
５
０
０
円

利
用
方
法

▽
事
前
登
録

　

水
俣
市
福
祉
課
に
備
え
付
け
の

「
登
録
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
登
録
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
印
鑑
、
母
子
手
帳
、
雇
用
証
明

書
が
必
要
で
す
。

▽
事
前
予
約

　

原
則
、
前
日
ま
で
に
予
約
が
必

要
で
す
。
施
設
に
電
話
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
定
員
を
越
え
た
場
合

は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
医
療
機
関
で
受
診

　

ご
利
用
の
前
に
必
ず
か
か
り
つ

け
の
医
療
機
関
で
受
診
し
、
医
師

か
ら
「
診
療
情
報
提
供
書
」
を
作

成
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
当
日

　

施
設
に
備
え
付
け
の
「
利
用
申

請
書
」
を
記
入
し
て
、「
診
療
情

報
提
供
書
」
を
施
設
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

★
施
設
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
？

日
時　

10
月
15
日
（日）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
水
俣
市
病
児
・
病
後
児
保
育「
も

く
れ
ん
」

　
☎
０
９
６
６
‐
８
３
‐
８
０
１
０

第
35
回
九
州
矯
正
展

おれんじ鉄道感謝デー

　10月 8日（日）、八代駅から川内駅間が 300円で乗れる切符を販売します。ぜひ沿岸地域のイベント
やお出かけなどに、おれんじ鉄道をご利用ください。

●実施日　10月８日（日）
●運　賃　乗車１回　大　人：300円
　　　　　　　　　　子ども：100円
※ 300円未満の区間については通常運賃を適用します。
※観光列車「おれんじ食堂」は対象外です。
●対象区間　八代駅～川内駅間
●沿線イベント
・阿久根みどこい秋まつり（阿久根市）
・華の BBQ AKUNE（阿久根市）

問い合わせ　おれんじ鉄道出水営業部　☎０９９６- ６３- ６８６1

が
、
そ
の
多
く
は
飼
い
主
の
連
絡

先
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
迷
子
に
さ

せ
な
い
よ
う
、
犬
は
リ
ー
ド
で
つ

な
ぎ
、
猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。
迷
子
や
災
害
な
ど
で
飼
い
主

と
は
ぐ
れ
た
と
き
に
備
え
、
迷
子

札
を
付
け
た
り
、
首
輪
の
裏
に
飼

主
の
連
絡
先
を
記
入
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

迷
子
に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
最

寄
り
の
保
健
所
、
市
町
村
、
警
察

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
県

保
健
所
に
迷
子
で
保
護
さ
れ
た
犬

や
猫
の
情
報
は
、
県
動
物
愛
護
管

理
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課　

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
８

④
刑
務
所
の
模
擬
居
室
の
展
示

⑤
更
生
保
護
・
人
権
擁
護
に
関
す

る
パ
ネ
ル
の
展
示

⑥
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
性
格
検

査
体
験　

な
ど

問
熊
本
刑
務
所
処
理
部
企
画
部
門

　

☎
０
９
６-

３
６
４-

３
１
６
５
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ひ
き
こ
も
り
相
談
会

　

ひ
き
こ
も
り
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
一
緒
に

考
え
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
27
日
（金）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

水
俣
保
健
所

申
込
方
法　

熊
本
県
ひ
き
こ
も
り

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
で

病院名 住所 電話番号

１日（日）
大石皮ふ科クリニック 水俣市天神町 68-9636

百崎内科医院 芦北町田浦 87-1777

８日（日）
本田レディースクリニック 水俣市浜町 63-2019

六車医院 津奈木町岩城 78-2012

９日（月）
水俣協立病院 水俣市桜井町 63-1704
駅前クリニック 津奈木町岩城 67-5980

15 日（日）
水俣協立病院 水俣市桜井町 63-1704
竹本医院 芦北町湯浦 86-0075

22 日（日）
渕上クリニック 水俣市塩浜町 63-6552
芦北クリニック 芦北町湯浦 86-1200

29 日（日）
たなか耳鼻科・眼科クリニック 水俣市桜井町 62-8777

松本医院 芦北町花岡 82-2019

休日当番医（平成 29年 10 月）

※休日当番医の診療時間は午前９時～午後５時です。
※医療機関は変更になることがあります。受診前に電話でお問い合わせください。

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

問
熊
本
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援

セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
９
６
‐
３
８
６
‐
１
１
７
７

地
域
版
依
存
症
家
族
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

　

依
存
症
を
抱
え
る
人
の
ご
家

族
が
、
正
し
い
知
識
や
家
族
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
同
じ
悩

み
や
体
験
を
持
つ
人
と
の
交
流
を

通
し
て
、
健
康
で
自
分
ら
し
い
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
26
日
（木）　

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

水
俣
保
健
所

対
象
者　

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
患
者
の
家
族

話
題
提
供　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

の
回
復
当
事
者

参
加
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

問
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

　
☎
０
９
６
‐
３
８
６
‐
１
１
６
６

　

家
族
や
大
切
な
人
を
自
死
で
亡

く
さ
れ
た
人
々
が
、
悩
み
や
苦
し

み
を
分
か
ち
合
い
共
に
、
心
を
癒

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
グ
ル
ー
プ

“

地
域
版
か
た
ら
ん
ね”

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

　

10
月
26
日
（木） 

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時 

場
所 　

水
俣
保
健
所

対
象
者　

家
族
や
大
切
な
人
が
自

死
で
亡
く
な
っ
た
人
で
、
参
加
を

希
望
さ
れ
る
人

参
加
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

問
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

　
☎
０
９
６
‐
３
８
６
‐
１
１
６
６

古
代
へ
の
旅
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
２
０
１
７

　

肥
後
古
代
の
森
地
区
（
山
鹿
・

菊
鹿
・
鹿
央
・
菊
池
・
和
水
）
で

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
豪
華
賞
品
が

当
た
る
「
古
代
へ
の
旅
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
設
置
場
所　

山
鹿
市
立

博
物
館
（
山
鹿
市
）、
温
故
創
生

館
（
山
鹿
市
）、装
飾
古
墳
館
（
山

鹿
市
）、
わ
い
ふ
一
番
館
（
菊
池

市
）、
和
水
町
歴
史
民
俗
資
料
館

（
和
水
町
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kofunkan.

pref.kum
am
oto.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

賞
品　

旭
志
牛
焼
き
肉
用
、
菊
池

米
の
匠
、
千
代
の
園
酒
造
し
ぼ
り

た
て
原
酒
＋
甘
夏
リ
キ
ュ
ー
ル
、

花
の
香
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ａ
７

フ
ェ
ス
タ
。
抽
選
に
外
れ
て
も
ダ

ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
有
り
。

締
切
日　

11
月
30
日
（木）

問
肥
後
古
代
の
森
協
議
会
事
務
局　
　
　

　

☎
０
９
６
８
‐
３
６
‐
２
１
５
１

影絵劇 「長靴をはいた猫」
日時　10月 15日（日）
　　　開場　午後 1時 30分　　
　　　開演　午後 2時
※影絵の体験ができます。　　　　   

場所　つなぎ文化センター

入場料入場料　無料　※全席自由　無料　※全席自由
（ただし、入場整理券が必要です。）（ただし、入場整理券が必要です。）

主催　津奈木町教育委員会・津奈木町文化協会

問い合わせ　津奈木町教育委員会　☎７８－５４００
　　　　　　つなぎ文化センター　☎７８－３０９６

行
政
書
士
制
度
に
関
す
る

相
談
会
＆
講
演
会

　

熊
本
県
行
政
書
士
会
で
は
、
毎

年
10
月
を
「
行
政
書
士
制
度
広
報

月
間
」
と
し
て
、
行
政
書
士
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

と
し
も
以
下
の
と
お
り
無
料
相
談

第 70回町民体育祭 「陸上競技大会」
日時　10 月８日（日）午前８時 30分　 開会

午前 9時 25分　競技開始
※雨天の場合は中止。中止の場合は、当日有線放送でお知
らせします。

場所　津奈木町総合グラウンド

主催　津奈木町・津奈木町体育協会・津奈木町公民館

主管　津奈木町教育委員会・津奈木町陸上競技協会

問い合わせ　津奈木町教育委員会　　☎７８- ５４００

会
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
市
民
公
開
講
座

〜
相
続
・
遺
言
講
演
会
〜

日
時　

10
月
14
日
（土）

▽
開
演　

午
後
１
時
30
分
〜

▽
受
付　

午
後
１
時
〜

場
所　

人
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
容　

○
第
一
部　

公
証
人
の
講
演

○
第
二
部　

タ
レ
ン
ト
大
田
黒
浩

一
氏
の
講
演
（
午
後
３
時
30
分
終

了
予
定
）

○
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

（
午
後
４
時
30
分
終
了
予
定
）

▽
街
頭
無
料
相
談
会　

日
時　

10
月
18
日
（水）
・
19
日
（木）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

鶴
屋
百
貨
店
本
館
７
階
レ

ス
ト
ス
ペ
ー
ス

相
談
内
容　

①
各
種
許
認
可
・
登
録
に
関
す
る

こ
と
（
建
設
業
・
運
送
業
・
風
俗

営
業
・
開
発
・
農
地
転
用
・
車
庫

証
明
・
車
両
登
録
・
在
留
資
格
な
ど
）

②
会
社
・
医
療
法
人
・
公
益
法
人

な
ど
の
法
人
設
立
に
関
す
る
こ
と

③
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
こ
と

④
内
容
証
明
書
・
契
約
書
の
作
成

に
関
す
る
こ
と

問
熊
本
県
行
政
書
士
会　

　
☎
０
９
６
‐
３
８
５
‐
７
３
０
０
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 　　　　　　　 津奈木町役場庁舎　　 農業就業改善センター　　つなぎ美術館　　 物産館グリーンゲイト　　つなぎ温泉「四
季彩」　　小学校　　中学校　　津奈木幼稚園　　津奈木保育園　　水俣市保健センター　　 総合グラウンド　　B&G体育館　
　 つなぎ文化センター　　 平国コミュニティセンター　　ごみ処理場　　赤崎漁村センター　◆その他　　　
※カッコ内の「P○」は記事掲載ページ。

役 改 美 物 四
小 幼 保 水 グ 体

文

　【開催場所】
中

平 ご 赤

つなぎ行事カレンダーつなぎ行事カレンダー 1010月20172017
OctoberOctober

日  Sun 月  Mon 火  Tue 水  Wed 木  Thu 金  Fri 土  Sat
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
　  津奈木小学校
運動会
9：00～

　  　 キラキラ☆ク
ラブ
10:00 ～ 12:00
 　母子健康手帳交
付　8:30～13:00  　 　

　 　 １歳６か月児健
診　13:00 ～

 　 西野達ホテル裸
島リゾート・オブ・
メモリー (P24)　

８ ９ 体育の日 10 11 12 13 14
 　町民体育祭陸
上競技大会（P20）
　 ホテル裸島アー
ティスト・トーク
(P24)

　 　 
　 
　 　 

　   　 ６か月児健診　
13:00 ～
 　 

 　 つなぎ朝市
7:30 ～
　 

15 16 17 18 19 20 21
　 劇「長靴をは
いた猫」（P21）
◆海と山の交流事
業　9:30 ～、 古
中尾の里山

　  　 ４か月児健診　
13：30～
　 赤崎・平国地
区あけぼの大学
10:00 ～
　

 　キラキラ☆ク
ラブ
10:00 ～ 12:00
 　母子健康手帳交
付　8:30～13:00
◆狂犬病予防注射
（P15）
　 津奈木地区あ
けぼの大学
10:00 ～
　 環境共生型農
業果樹講習会
9:00 ～

25
　 行政相談所開設
（P15）

　 石ぬりえワーク
ショップ (P24)
　 ３歳６か月児
健診　13:00 ～

22 23 24 26 27 28
　 津奈木保育園
運動会　９:00 ～
　 

　 　  育児学級
10:00 ～     
　 

◆ひきこもり相談
会 (P21)

29 30 31 11/1 ２ ３ 文化の日 ４
　 福祉スポーツ
大会　９:30 ～

　  　キラキラ☆ク
ラブ
10:00 ～ 12:00
 　母子健康手帳交
付　8:30～13:00　 
　 

　      

改

役

物

改

役

社会福祉協議会へ―　
【香典返し】《例》地区名　喪主・届出人（故人）　
▼川内　下川順子（山口伸二）　▼平国上　濱田美代子（ヨシ子）　
▼桜戸　大石ミホ子（光政）　　▼日当　　林田彰（清満）
▼町中　吉本裕子（鶴野利子）　▼平国上　野﨑智子（賢男）
　上記の方から金一封をご寄附いただきました。ご意思に添い、
有効に活用させていただきます。故人のご冥福を心からお祈り
申し上げます。

町の人口と世帯数 平成 29年８月末日現在
※カッコ内増減は前月比 ご寄附・ご芳志お礼 （敬称略）

人 口 4,710 人（ － ６ 人 ）

男 2,205 人（ － ４ 人 ）

女 2,505 人（ － ２ 人 ）

世帯数 1,961 戸（ ± ０ 戸 ）

◆出生 ２ 人 ◆転入 ２ 人
◆死亡 ５ 人 ◆転出 ５ 人

水

美

役

水

　

身
近
な
人
権
侵
害
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
偏
見
。「
あ

ん
人
は
ね
、
○
○
ち
ば
い
」「
あ

や
つ
は
、×
×
や
も
ん
ね
ぇ
」
と
、

ど
う
聞
い
て
も
他
人
を
お
と
し
め

る
話
題
。
言
っ
て
る
人
！
こ
れ
っ

て
誹
謗
中
傷
！
名
誉
毀
損
で
す
！

聞
い
て
い
る
こ
っ
ち
の
心
が
毒
さ

れ
て
い
く
…
。

　

そ
れ
か
ら
差
別
。
ど
ん
な
風

に
？
「
男
の
く
せ
に
」「
子
ど
も

の
く
せ
に
」「
年
寄
り
の
冷
や
水
」

「
女
は
で
し
ゃ
ば
る
な
」
な
ど
な

ど
、
人
を
見
下
し
て
ば
か
り
の
態

度
。
あ
な
た
は
何
様
で
す
か
っ
！

と
怒
る
ま
え
に
、
冷
静
に
じ
っ
く

り
考
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
か
。
人

の
噂
は
蜜
の
味
〜
と
ば
か
り
言
い

ふ
ら
す
の
は
何
故
か
し
ら
？
見
下

す
根
拠
は
何
だ
ろ
う
っ
て
。
す
る

と
、
そ
ん
な
こ
と
す
る
人
た
ち
の

輪
郭
が
お
ぼ
ろ
げ
に
わ
か
る
。
何

か
し
ら
の
し
こ
り
が
見
え
隠
れ
す

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
環
境
や
職

場
環
境
、
経
験
、
生
い
立
ち
…
人

生
の
ど
こ
か
が
辛
く
っ
て
、
本
来

持
っ
て
い
る
は
ず
の
優
し
さ
や
温

か
さ
を
抑
え
込
ま
れ
て
そ
う
な
っ

ち
ゃ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
偏

見
や
差
別
は
、
妬
み
や
恨
み
か
ら

生
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
わ
け
で

…
。

　

つ
ま
り
、
人
を
さ
げ
す
む
こ
と

で
し
か
自
分
を
保
て
な
い
人
た
ち

こ
そ
が
、
か
わ
い
そ
う
な
存
在
な

の
だ
。
そ
ん
な
人
た
ち
も
受
け
止

め
る
、
そ
こ
そ
こ
の
悟
り
を
啓
い

て
、
お
お
ら
か
な
「
い
ら
ん
こ
つ

は
言
わ
ん
、
で
け
た
人
」
に
な
り

ま
っ
し
ょ
。
批
判
は
人
を
育
て
な

い
、
も
ち
ろ
ん
自
分
も
育
た
な
い

の
だ
か
ら
。

　
（
書
き
手
：
水
俣
地
域
人
権
教
育
指

導
員　

坂
本
み
ゆ
き
）

　

い
ら
ん
こ
つ
言
わ
ん

人
権
コ
ラ
ム

グ
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改
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保

図書     だより

津奈木町図書館
開　館　午前８時 30分～午後６時
　　　　（土日祝日は午前 10時～
　　　　  午後５時）
休館日　月曜日、年末年始
問合せ　☎７８- ３０９６

本の貸し出しについて―
▽貸出冊数は、１人３冊までです。
▽貸出期間は２週間です。ただし、入
荷１か月以内のものと予約が入ってい
る本については、１週間となります。

今
月
の
新
着
お
す
す
め
本

　あたしは、月のように死んで、
生まれ変わるー。目の前にいる 7
歳の娘が、今は亡き我が子なの
か？三十余年に及ぶ人生、その過
ぎし日々が交錯し、幾重にも織り
込まれてゆく。さまよえる魂の物
語は戦慄と落涙、衝撃のラストへ。

月の満ち欠け
作：佐藤正午

一般書

　いたずらの王者を目指すゾロリ
とイシシ・ノシシは、玉手箱とか
わいい乙姫さまに会うため海の底
へ探検に出発！でも、深い海の底
には、へんとこな生き物ばかり…。
ゾロリたちは無事に帰ってこられ
るのか？

かいけつゾロリのかいていたんけん
著：原ゆたか

児童書

ほかにもこんな本があります
一般書　

児童書　

▼ＭＭ／市川拓司　▼はるみのこねないパン／栗原はるみ　▼消えていく君の言葉を探してる。／霧友　
正規　▼船参宮／佐伯泰英　▼末ながく、お幸せに／あさのあつこ　▶ＡＸ（アックス）／伊坂幸太郎　
▼おにごっこできるえほん／のぶみ　▼絶望鬼ごっこ／針とら　▼シンデレラが語るシンデレラ／クゲ　
ユウジ　▼生活向上委員会！⑤／伊藤クミコ

か も んな本が

役

体

小

小

文



広
報
つ
な
ぎ
　

2017.10
月
号

■
発
行
・
編
集
　
津
奈
木
町
役
場
総
務
課

〒
869
‐
5692　

熊
本
県
葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
小
津
奈
木
2123

番
地

☎
0966

‐
78
‐
3111（

代
表
）　
FAX0966-78-3116

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
http://w

w
w
.tow
n.tsunagi.lg.jp

メ
ー
ル
：
hpm

aster@
tow
n.tsunagi.lg.jp

つなぎ美術館　〒 869-5603　熊本県葦北郡津奈木町大字岩城 494　☎ 0966-61-2222　FAX0966-61-2223

■日　時　10月 19日（木）　午後７時～午後８時 30分　
■場　所　つなぎ美術館アトリエ
■定　員　10人（要事前申込・先着順）
■対象者　小学生以上（小学生は保護者同伴）

　西野達　ホテル裸島　リゾート・オブ・メモリー
　海の上の小学校として知られた旧赤崎小学校の建材を素材として大胆に用いた、
現代アーティストの西野達による泊まれるアート作品《ホテル裸島》が期間限定で
誕生します。その他、豊かな森をそのまま活かした大型作品《達仏》も登場します。

10月７日（土）～12月５日（火）　
場所　《ホテル裸島》旧赤崎小学校付近
　　　《達仏》津奈木町役場付近（みんなの森）

　石ぬりえワークショップ　顔編
『アーティスト・イン・レジデンス 2017』関連プログラム

　熊本の現代作家展 ’17（収蔵品）

　当館が収蔵する作品の中から坂本善三、宮崎静夫など熊本ゆかりの 9人の作家の作品 18点を展示。

７月29日（土）～10月22日（日）　
■観覧料　大　　人：300円　
　　　　　高・大生：200円　
　　　　　小・中生：100円
■場　所   １階展示室

　境野一之はがき絵展（収蔵品）
　海老原喜之助の跡を継ぎ第二次海老原美術研究所の所長を務めるなど熊本美術館の躍進に大きく貢献した
画家の一人である境野一之がヨーロッパや日本の風景を描いて知人へ宛てた約 20点のはがき絵を展示。

９月９日（土）～11月19日（日）　　
■観覧料　無料　
■場　所   ３階展示室

■参加費　無料
■講　師　加茂昂（「アーティスト・イン・レジ
デンスつなぎ 2017」招聘作家）

関連プログラム

アーティストトーク
■日　時　10月８日（日）　午後 2時～午後 3時
■場　所　つなぎ美術館
■話し手　西野達

■聞き手　楠本智郎（つなぎ美術館学芸員）
■定　員　50人（申込不要・当日先着順） 
■参加費　無料
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